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興福寺 国宝館

年 中 無 休

9 時 ～17 時( 入 館 は16 時45 分 ま で)

※ 都合により展示替 えを行うことがあります。
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興福寺 は､ 藤 原氏 の氏 寺として和銅３年(710)

の平 城遷都とともに建立。五重塔､ 三

重塔､ 東 金堂､ 南 円堂､ 北 円堂などの建造

物､ 阿 修羅像や銅造仏頭､ 無 著･世 親菩薩

像など数多くの国宝･重 要文化財が現在に

伝わる。また､《天平の文化空間の再構成》

を合言葉に､ 境 内の史跡整備事業を展開し

ており､享保2 年(1717) の焼 失以降､ 再建が

かなわなかった中金堂が､2018 年 に落慶。
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興 福 寺 国 宝 館

興福寺は、和銅 ３年（710）に飛鳥から現地に移築

造営 されて以 来、焼失と再建を繰り返しながら1300

年もの歴史を刻んでいます。現在は、享保

２年（1717）の大火で焼失した中金堂の再建事業

を進めています。

昭和34 年に開館 され た国宝館 は、平成22 年に

リニューアルされ、国宝45 点・重要文化財19 点

を公開し てい ます。 天平彫刻の傑作である阿修

羅像 をけ じめとする八部衆や干 大弟子 像、ま た

躍動感あふれる鎌 倉彫刻などが今日に伝 えられ、

多く の来館 者を魅了しつづけ ています。 これら

の名宝 の仏教文化の真善美に静 かに 心をお 寄せ

下 さい。

注意事項

●文化財の写真撮影。スケッチならびに万年筆、 サインペン

等の使用はお断りします｡ ●文化財には手を触れないで下さ

い。●混雑時には入館規制がございます｡●館内では係員の

指示に従って下さい。●各一回畷りの拝観となります。 再入

場はできません。●文化財保護のため、 大雨 一台風などの

場合は閉館することがあります。
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興福寺国宝館は､食堂(僧侶が食事をする建物)

が建てられていた場所に､昭和34年鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

造りの文化財保存収蔵庫として開館した。

奈良時代創建の食堂･細殿の外観をイメージして

建てられ､地下には旧食堂の奈良時代以降の遺
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構が保存されている。館内には旧食堂本尊の千手

観音菩薩像( 国宝) を中心に､興福寺の歴史を伝え

る仏像､ 典 籍､ 古 文書､ 絵 画､ 工 芸､ 考 古遺物､ 歴

史資料を収蔵･ 展 示し､ 仏教への関心と文化財へ

の理解を深めていただくことを目的としている。
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構が保存されている。館内には旧食堂本尊の千手

観音菩薩像( 国宝) を中心に､興福寺の歴史を伝え
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中金堂創建時の多 彩で豪華な埋納品

和銅3 年(710) に平 城京遷都と時を同じくして､ 興

福寺は平 城京左京三条七坊 に創建された。まず

建てられたのは中金堂で､ 地の神に土地を借りる

ことを報告し､ 許しを得る地鎮儀礼が行われ､ 須弥

壇下に金･ 銀･ 真珠･ 水 晶･ 琥 珀･ 瑞 瑠･ 瑠 璃など

の七宝類､ 水 晶･ 琥 珀･ 馮 瑠などの念珠玉類､ 金

銅･ 銀 製などの容器類､ 水 晶･ 琥 珀 製六角柱･ 円

柱などの装身具類､ 銀 製唐草文 透 金具などの装

111

わどうかいちんかいげんつうほう飾具類､ 和 同開祢･ 開元通宝の銭貨類､ 金銅･ 銀

製の刀類､ 銅 製鏡など35 種 類2,000 点 近くの宝物

が鎮められた。

明 治7 年(1874) 出 土品は東京国 立博物館に､明

治17 年(1884) 出 土品は興福寺に所蔵される｡ 種

類と量の多さ､ 唐 からの舶載品を含む豪華さなど

から､ともに国宝に指定される｡ 未 指定だが平成13

年(2001) 出 土品は興福寺に所蔵される。
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だいじょういんじぶつどう大 乗 院 持 仏 堂 の 本 尊

木造であるが宝冠･ 胸飾･埋 路の金具は銅製鍍金

で精緻に作られ､ 衣 にも緩綱や截金による多種の

文様が見られ､ 像 内にも金箔が押されている｡鎌

倉時代前期の作例で天蓋からは飛天六体を吊っ

ている。厨子は弥勒像より少し後の作。扉には弥

勒から伝えられた法相の教えを受け継ぐ無著･ 世

親･玄奘･ 慈 恩大師基らの祖師を系統的に描いて

おり､これに維摩居士と文殊菩薩･ 四 天王･ 不 動明

王･ 弥勒の化身とされる大輪明王が加わっている。

乱 糾 金 元木 回

付 恥 剛卜 造 ｊ１

Ｕ 付 か

代　　　Ｓ　　、

仁王像表現の頂点

金剛力士は口を開いた阿形と閉じた吽形を一組と

し通常は仁王門などに安 置されるが､ 奈 良時代に

は堂内の須弥壇上におかれる場合が少なくなかっ

た｡この一組は治承4 年(1180) の西 金堂の焼失後、

奈良時代草創期の復興像として須弥壇上に安置

されていた｡ 写実性､ 激しい動き､力 強さが顕著で、

強い風が意識され､筋 肉が隆起し､血管が浮き上が

るなど､迫 真的な鎌倉彫刻の真髄をみることができ

る｡その姿は後世の金剛力士像の規範ともなった。



国

宝

木

造

せ

ん
　
じ

ゅ
　
か
ん
　
の
ん

千

手

観

音

ぼ
　

さ
っ

菩

薩

立

像

Ｕ

勁

い
い

天I木ｊM
･ ’゙ ｌ ‾　ｒ!？
漣 ３

｀と
『
つ
　
４
ヽ

燈

鬼

立

像

り
ゅ
う

と

つヽ
　

き

龍

燈

鬼

立

像

康
弁
作
　
桧
材

寄
木
造
　
彩
色
　
玉
眼

像
高

天
燈
鬼
７
８
・
２
㎝

龍
燈
鬼

７
７
・
８
㎝

建
保
３
年
（
1
2
1
5
∵

鎌
倉
時
代

Tho ｕs ａｎ ｄ-ａr ｍ ｅｄ Ｋ ａｎ ｎ ｏｎ( Ｋ ａ ｍ ａｋｕr ａ Ｐｅriod)

啼̈

―
　
　

¨
　

Ｉ

…

…

¨

｝

匹
万

作

″
．・
｀

Ｊ
、一・

゜゙゙
’４ １
一
’

ｊ

｀’
‐ヽ

』

』

ｘ

／
~
.
.
.
.
.
.
=
j
j

‐
ｊ

ｉ

．
。
Ｘ

ａ

ａ

ｓ
ｓ

ｉｓ

ｓ
１１ Ｓ
 

。
 ｊ

謐

ｉ

Ｓ

…

…

「

’

゛
　

騨

二

」

旧食堂の本尊鬼彫刻の傑作

治承4 年(1180) の兵 火により焼失した食堂はその

後再建され､この鎌倉時代の食堂は長く残ってい

たが､ 廃仏毀釈の嵐の中で明治7 年(1874) に壊さ

れた。しかし幸いにも本尊は被害を逃れ､一 時中金

堂や南円堂に安 置された後､ 食 堂跡に昭和34 年

に建てられた国宝館へ移安。像の内部には多数の

納入品があり､多くの結縁者による勧進事業であっ

たことがわかる。

四天王などに踏まれている邪鬼が立ち上がり､守

護神となったようなユーモラスな珍しい作例｡ 灯 明

で仏前を照らす役割をもつ｡ 龍 燈鬼は運慶の子康

弁が制作したことが像内納入の文書からわかる。

一組の天燈鬼も同時期の作。龍燈鬼のぎざぎざの

眉は銅板製で､ 体に巻きつく龍の背びれには動物

の皮を用いるなど､ 木以外の素材を併用するのも

この像の特 色である｡ともに水晶板をはめた玉眼

がいきいきとした効果を発揮している。
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木造仏頭と一具の作

8 11

運慶が 文治２年(1186) に制 作した西金 堂本尊

釈迦如来像の光背に付属していた化仏3 体と飛天8

体 のうちの4 体 である｡そ れぞ れ作風が異なり、

同じ時期に作られたものかどうかは明らかでない。

享保2 年(1717) の丙 金堂の火災時に救出された。

H ｃａｄｏＦＳｈａｋａＮy ｏrailn ｕgc　

(Ｋ,1milkLlm Period)

運慶作とされる西金堂の本尊

享保2年(1717)の西金堂の火災時に頭部のみが

救われ､銘文からその本尊釈迦如来像の頭部で

あることが判明した｡西金堂本尊に関する文治２

年(1186) の記録から大仏師運慶の作と考えられ

る｡焼失した天平草創期の乾漆像の復興がめざさ

れ､表現には天平風が意識されている。

な
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西金堂釈迦集会群像の一部

鎌倉時代初期の貴重な梵天･帝釈天像であるが､も

と西金堂に安置されていたと考えられる。衣文の彫

りは浅く全体的に穏やかな作風であるが､ 細 部の

衣裳には中国風の新形式が見られ､帝 釈天像の

形式は三十三間堂の像などに影響を与えている。
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南円堂創建当初の伝来品

1２1

興 福 寺 南 円 堂 の 前 にあ っ た 燈 龍 で､ 藤 原 真 夏 が

発 願し､ 弘 仁7 年(816) に 制 作 され た｡ 火 袋( 別 置)

こうぼうだいし　　 たちばなのはやなりの 扉 の 文 章 は弘 法 大 師､ 書 は 橘 逸 勢 と伝 えられ

る 。東 大 寺 大 仏 殿 前 の 燈 龍 に 次い で 古 く､形 が 美

しいことか ら｢ 南 円 堂 形｣ と呼 ば れる 。
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国
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空海の撰による銘文

舗|

南円堂の前にあった燈龍の火袋(火を灯す所)の羽

目板は四面現存しており､そ れぞれに七行九字詰の

銘文が鋳出されている｡文は弘法大師空海が構想

し､書は三筆の一人である橘逸勢の筆と伝えられる。

楷書に行書を交えた風格のある書体は見嘔である。
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定朝様の優品

重
要
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化
財

丸く穏やかな顔つきや浅く整えられた衣文表現など11

世紀半ばに確立された大仏師定朝の様式を踏

襲する優品｡ヒノキの寄木造で頭と体の中心は縦の

四材で､ 両足は横の一材で構成されている｡もと東

金堂にあったがそれ以前の伝来は明らかでない。
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ユーモラスな浮彫の傑作
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薬師如来の守護神として､その台材の腰にはめら　　　めて誇張する像､顔と体を正面向きに表現する像

れていたと推定される。日本の浮彫の傑作として著　　　 などもあり､バラエティーに富んでいる。

名な作品で11 世 紀の作。十二神将の12 面 すべて

が残り､ヒノキの一枚板(1 躯 は2 材) から彫り出し

ている。いずれもユーモラスで親しみやすい姿を

示すが､ 浮彫とは思えないほど表現には立体感が

ある。なかには歌舞伎役者のように激しい動きを止

尊名は次の通り。

１毘褐羅大将　 ２招杜羅大将

まごら　　　　　はいら４摩虎羅大将　 ５波夷羅大将

７珊底羅大将　 ８頗倆羅大将lO

迷企羅大将　11 伐折羅大将

しんだら３ 真達羅大将

いんだら６ 因達羅大将

あんていら９安底羅大将

くびら12 宮 毘羅大将

Ｑ
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白鳳文化期の貴重作

治承4 年(1180) のヽ|゙家 の焼き討ちで大部分の堂

塔が失われた興福寺の鎌介復興期に､東 金堂の

本尊として飛鳥の山田寺から迎えられた如来像

の頭部。山田寺は大化改新で活躍した蘇我倉|||

田石 川麻呂が建てた寺で､この像は､ 彼 の冥福を

祈り天武Ｈ 年(685) 年 に完成された自鳳 彫刻の

傑作として知られる｡ 応 永18 年(1411) の 火 災時

にａ から下が失われ､ そ の後､ 昭 和12 年(1937)

の 東 金堂 修理の時に､ 火 災 後に制 作された現

本尊の薬師如来像の台座の中から発 見された。

ぷﾂ宍爺銅 里
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精緻極まる鋳造技術

天 平6 年(734) 創 建 の 西 金 堂 に､ 阿 修 羅 像 な ど と

こ､1こうみy･･･さI.ヽ｡ノおうきiう共 に 置 か れ た 儀 式 用
の 楽 器｡ 『 金 光 明 最 勝 玉 経 』

に み え る｢ 金 鼓｣ を 造 形 化 し た も の で､ 室 町 時 代 に｢

華 原 磐｣ と 名 付 け ら れ た と さ れ る 。鋳 造 技 術 の

優 秀 な 作 風 か ら 奈 良 時 代 ま た は 中 国 唐 時 代 の 制

作 と す る 説 が あ る｡ 当 初 は 遠 河( 余 良 県 天 川 村 澗

川) 産 の 自 石 に 乗 ると 記 録 さ れ る が､ い つ の 時 代 か

に 失 わ れ た｡ そ の 後､ 興 福 寺 で 進 め て い る｢ 天 平 の

文 化 空 間 の 再 構 成｣ の 一 環 とし て､ 天 川 村 洞 川 財

産 区 の ご 好 意 に より､ 洞 川 産 の 大 理 石 で 復 元 し た 。
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釈迦に随侍した10人の高弟

かしょうあなんあなりつしゃりほつもくけんれんすぼだい一般には迦葉･阿難･阿那律･舎利弗･目健連･須菩提･　　　 で失われた旧大倉集古館の優婆離像などが知られ

迦栴延･富 楼那･優婆離･羅喉羅をさすが､西 金堂の　　　 ている。現存する6 体は舎利弗･目健連･須菩提･富 楼

場合は釈迦の子供の羅喉羅を十大弟子とは別に

造っている。享保2 年(1717) の火 災では10 体すべて

が救出されたが､寺に現存するのは6 体のみである。

他に東京蓼術大学に表面が失われ内部の心木の

木組を留める像が1 体あり､大正12 年の 関東大震災

那･ 迦 栴 延･ 羅 喉 羅と呼 ば れてい る が､ 制 作 当 初 の 名

称 は よくわ からない 。このうち 羅 喉 羅 は目を 閉じてい る

ことか ら､ 盲 目の 僧･ 阿 那 律､ 須 菩 提 は 若 くて美 男 の

阿 難 で あ ったろう。他 は 不 明 であ る｡ 年 齢 や 性 格 の

違 い を表 情 や 衣 文 線 など の 表 現 に反 映さ せ てい る。
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舎 牙1]弗 像高1527ｃｍ

舎利弗は舎利子とも記され､智 慧第一とたたえられ

る。舎利弗と目提連を特に二大弟子と呼ぶことがあ

る｡この像が舎利弗として造られたかは明らかでな

いが､腰 高で痩身の厳粛な風貌の青年で､ そ れに

呼応して衣文も縦長にあらわされている。

もくけんれん・ 目 腱 連H1487 ．

目腱連は目連ともいわれ､十 大弟子のうちで神通第

一とたたえられる。幼なじみの舎利弗とともに釈迦

の門にいち７く参加した。神通力で餓鬼道の母を

救出したことが今日のお盆の起源となったが､この

像が目腱連であったかは明らかでない。

か せんねん
国 迦 栴 延 ９高１４４３．

迦栴延は釈迦の十大弟子の中で論義第一とされ

ているが､この像が迦栴延として造られたかは明ら

かでない。しかし､痩 せた老相で､眉をひそめ､上 歯

が少し欠ける口を開いて何かを説く様子は､ 論義

第一にふさわしい。

脱 活 乾 漆 造 の 技 法

説 活 乾 漆 造 の 技 法 は､ 奈良 時代 に 盛 んに 用 いられ､ 大

量 の 像 がつくられた｡7 世 紀 後 半 から8 世 紀 はじめの 飛

鳥 時 代( 白 鳳 文 化 期) には､ 若 干 の 例 があるの みで､ 平

安 時 代 に入るとすっかり衰 え､それ以 後 盛 んになることは

なかった｡ 奈良 時 代独 特 の仏 像 制 作 技 法といってよい。

【制 作順 序 】① 粘 土 で形をつくり､その上に 麻 布を着 せ、

漆 で固めて外 形 をつくる。 ② ある程 度 出来 上 がったとこ

ろで､背 中 などの一 部 を刳り抜き､中 の 土を外に 出し､ 内

部 補 強 の ために 木 組 みを入 れ､開 い た穴を布でふさぐ。

③ 木 屑を漆で混 ぜて練り合わせた木 屎 漆 で表面 を調 整

して､彩 色 や箔を施して仕上 げる､という技 法 である。

興 福 寺 の八 部 衆 や＋ 大 弟子 は､ はじめ から心 木を立 て、

横 木 を合 わせて木 組みをつくり､ その 上 に 粘土 を盛り上

げたものと考えられる。

- ．

ら　ご　ら

国 羅 喉 羅 像あ１４ ４．n1

羅喉羅は釈迦の実子であり弟子の一人ともされる

が､ 興 福寺 西金堂には十大弟子とは別に羅喉羅

が安置されていたことが記録からわかる。この像は

目を閉じることから盲目の僧阿那 律であった可 能

性が高い。

ふ　る　な

国 富 楼 那911487 ．

富楼那は弁舌にすぐれ､十 大弟子のうちで説法第

一とされる。この像が富楼那として造られたかは明

らかでないが､ 老 相で額に皺をよせる姿には､優し

い慈悲深さがよく表現されており､衣の皺も若い須

菩提などより多く表している。

す　ぼ だい
国 須 菩 提 。。ｎ ５．

現存する興福寺十大弟子像の中ではもっとも若く、

明るく微笑する少年の僧侶像である。いま須菩提

と呼ばれるが､ 当 初は美男の仏弟子としてよく知ら

れる阿難として造られた可能性が高い。阿難は最

後まで釈迦のもとで仕えた。

⑤東京蘇術

大学所蔵
偏
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左は東 京 蓼術 大 学蔵 の十 大弟 子 像。沓(くつ) まで通る2

本 の心 木と､ それに挟まる頭 部 の心 木 および 横 板が４か

所 にみえる。右 は東 大寺 法 華 堂 多 聞 天 の心 木 と構 造 。

･ ●
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西金堂安置の 異形の守護神

八 部 衆 は インド神 話 に 登 場 す る神 々で､ 仏 教 に 帰 依

し て そ の 守 護 神 に なっ た 。西 金 堂 の 像 は い ま 五 部

じょうさ か ら　くほんた:tんだっば　あしゅら　か る ら きんな ら
浄･ 沙 扁 羅･ 鳩 槃 荼･ 乾 閥 婆･ 阿 修 羅･ 迦 楼 羅･ 緊 那 羅･

畢 婆 迦 羅 とされ るが､ 経 典 では､ 天･ 龍･ 夜 叉･ 乾 岡 婆･

阿 修 羅･ 迦 楼 羅･ 緊 那 羅･ 摩 喉 羅 伽 を当 てて おり､草 創

期 に はこの 名 前 が 付 けられ てい た ものと考 えられ る。

西 金 堂 の 八 部 衆 像 のうち､ 阿 修 羅･ 五 部 浄･沙 扁 羅･ 乾

'lhc Eight

Ｍythologica1 Bci'lgs　

(Ｎａrａ Ｐｃriod)

閥婆の4 体 が少年像であることが注目され､そこには

発願者の光明皇后の考えが反映した11f能性 がある。

再三の火災にもかかわらず8体すべてが奇跡的に現

存する｡いずれも15キログラム前後という軽さが幸い

したのであろう｡ただ五部浄像だけはll半 身のみが

残り､以 下が失われている｡なお､この像の右肘から

先が明治時代に東京国立博物館に収蔵されている。

大 人

ΛＤＵＬＴ

2019.06.12

-般現　0700



ご ぶ口う國 五 部 浄
現状 総高50.0 ｃｍ

象の頭をかたどった冠をかぶり。

少し上を見つめる敬虔な少年像。

上半身のみが残るが右 手の肘

から先が東京国立博物館にある。

『金光明最勝王経』などにみえる｢ 天｣ に相当する

神で､仏 教の世界観にある五部浄居天を司る。

ひ　ば か　ら

国 畢 婆 迦 羅 ９高1554．

豊かな顎ひげをたくわえた壮年

の像で､威厳と風格がある。い

ま畢婆迦羅とされるが､当初は

『金光明最勝王経』などに説か

れる｢ 龍｣ として造られたと考えられる。なお､ 蛇 神｢

摩喉羅伽｣ とする説もあるが､ 蛇はどこにも表さ

れていない。

26
く はん だ
鳩
槃 茶

像高1505ｃｍ

いま鳩槃荼と呼ばれるが､当 初は

『金光明最勝王経 』などに説か

れる｢夜 叉｣ として造られたと考え

られ､ 獣 にも近い表情を示す。目

頭を立てて怒り､口を大きく開け､頭 髪は逆立ち､眼

部には黒い石( あるいは練り物) をはめている。

けんだっ ば

国 乾 闇 婆 像高1480。

両 目を閉じて瞑想する厳粛な少

年 像で､ 獅 子冠をかぶり直立す

る｡乾 閉婆は楽器を奏でる楽神。

この像の頬がふっくらと張り､面 の

取り方が少し角張るところは､阿修羅･五部浄､沙

掲羅など他の八部衆の少年像とも共通する。

あしゅら
國 阿ｲ 唐羅 像S153.４．

阿修羅はインド神話に登場する

戦闘の神で､仏教に帰依してそ

の守護神になった。一般的には

激しい怒り顔で3つの顔と6本の

腕をもつ姿に表されるが､ 興 福寺の像には怒りや

激しさが見えず､ 表情は繊細で内面的であり､腕と

体が細い少年の姿で表される。その表情には懺悔

という仏教で重要な宗教行為が反映されていると

も推定される。

さ　か　ら
國 沙 掲 羅

像高154.5ｃｍ

無垢な表情のあどけない少年像

で､ 頭 部から左胸にかけて蛇が

巻きつくことから､ 造 立当初は蛇

神の｢ 摩 喉羅伽｣ として造られた

のであろう。なお､ 二 十八部衆中の沙掲羅龍王を

重視し､竜に当てる説もある。

きん な　ら

國 緊 那 羅
像 高152. ４ｃｍ

頭上に一角があり､額 の中央に縦

長の眼を表す異形の像。敬虔な

表情であるが目頭を立てて少し

怒るなど厳しさを増している。緊

那羅は歌舞を司る神であるとされるが､右 肘から先

が失われているため持ち物は不明である。

か　る　ら

國 迦 才姿羅 。11490 。

迦 楼羅はインド神話にみる蛇を喰

う鳥で､ 伎 楽などにも登場 する。

鶏頭をもつ半獣半人像で､ 嘴を強

く尖らせている｡瞳 に黒い石( ある

いはガラス)をはめ､ 緊張した面持ちである。いま頭

頂部が破損して内部の心木が見える。

●
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